
すべて具体的な意見を集めることが大切です。

そうす ることで利用者の要望が明確 になり、

実現のための改善点などがはっきりとします。

現在、要望 を集める手段 として定期的にア

ンケー トが実施 されています。先に記述 した

ことを実現 させるためにはアンケー トの内容

を今 よりももっと具体的な ものに変える必要

があると思います。またアンケー トの配布場

所 も意見をいただきたい方が集 まる場所など

範囲を考慮することで より様々な意見をいた

だ くことができると思います。そ して、現在

はそのアンケー トを集計 して担当職員で回覧、

意見交換が されていますが、残念なことにな

かなか意見がまとまっていないように思います。

よって迅速に良い意見をまとめ、利用者にフ

ィー ドバ ックするためにはある程度人数を絞

った り、 もしくは担当外職員 を招 いた りする

などして分析 を行 う専門のチームを作 る必要

があると思います。

書館で気づいた事や こんなことがで きたらい

いなとかどんな些細なことで もどん どん図書

館 に提案 してみて ください。一人一人が参加

しているとい う意識があれば きっとよい図書

館がで きると思います。

ある本に 「図書館のある国は平和な国である」

と書かれてい ました。私たち図書館員は学生

や図書館 を利用するすべての人が図書館 を活

用できるようにお手伝いをし、 この言葉 に共

感 してもらえるように努力 していかなければ

と思っています。

「魅力ある図書館」

収書 ・整理課 出 田 善 明

しか し、これ らの方法は現在の本学図書館

の魅力を高めるものです。10年 、20年 、その

先 も考 えないといけません。利用者の利用意

欲を掻 き立てる方法はそれぞれの時代で異な

って きますが、本の持つ情報はこれからも変

わ りません。さらに良い本 と呼ばれるものは

10年 、20年 経っても評価され必ず需要があ り

ます。つ まり10年 、20年 、長 く魅力を保つ方

法の一つ としてそれら良い本 を所蔵すること

が考えられます。 これを実現 させるためには

その本 をよ く知る人物に意見 をいただ くこと

が一番だ と思います。教員、学生、事務員、

一般企業の会社員や公務員、つまり大学内だ

けでな くもっと広い範囲、分野の方々に意見

をいただ くことで本当に良い本 を選ぶことが

できると思います。

情報ネッ トワークが発達 し、利用者が意識

せずにその情報 ネットワークを利用するとい

ういわゆるユ ビキタス社会が実現 しつつある

ように社会が変化 している今、大学図書館 も

またそのあ り方 を問われています。これまで

は主 に紙でで きた本の所蔵 を目的としたもの

で した。 しか し電子ジャーナルやデータベー

ス に見 られるように本の形態が変わってきて

います。利用者の図書館離れや本離れが言わ

れていることもあ り最近はサービスやそれ ら

資料が持つ情報 をどのようにして提供 してい

くか ということに重点が置かれています。

しか し環境がい くら変化 しようと、利用者

自らの意思で図書館 を利用 して知識を増や し

たいと思えるようなサー ビスを提供すること

が大切だと思います。

常に環境は変化 し、その時その時代 に必要

とされるものは異な ります。 しか しその本質

はいつの時代 も変わらない と思います。利用

者のためを思い、利用者が成長するそのお手

伝いをすることが図書館員の役割だと考えます。

利用者 自らの意思で図書館 を利用 してもら

うためには、まず利用者の要望を知る必要が

あります。図書館では基礎ゼ ミ対象図書 ガイ

ダンス、学生選書の会、データベース体験講

座など様 々なイベン トを催 しています。さら

に本の種類、蔵書検索端末の数や位置、書架

のレイアウト、職員の対応や図書館の規則など、

利用者が直接関わる要素がたくさんあ りますが、
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